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本
紙
面
の
問
い
合
わ
せ
は
、
や
わ
た
町
民
館
ま
で
。

町
内
会

三
役

大
般
若
会

五
月
五
日(

水
）
午
後
三
時
よ
り
、

町
内
平
穏
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

退
散
を
願
い
、
国
分
寺
で
大
般
若
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
で
す
と
町

内
役
員
交
流
も
か
ね
て
行
っ
て
お
り

ま
す
が
。
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
で
、
三
役
・
監
事

の
み
で
、
規
模
を
縮
小
し
て
行
い
ま

し
た
。

大
般
若
経
全
六
百
巻
を
転
読
す
る

こ
と
で
、
「
般
若
経
」
の
空
の
教
え

を
体
得
し
、
苦
役
を
消
し
去
り
、
悪

霊
を
退
散
し
、
五
穀
豊
穣
や
世
の
中

の
平
和
を
祈
念
し
、
人
々
を
幸
福
に

導
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
要
で
す
。

八
幡
桜
草
刈

四
月
二
十
五
日(

日
）
午
前
中
、
八

幡
桜
を
育
て
る
会

運
営
委
員
の
皆

さ
ん
に
よ
る
、
第
一
回

西
古
瀬
川

の
堤
防
の
草
刈
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
下
旬
に
、
借
用
し
て

い
る
畑
の
菜
の
花
の
刈
り
取
り
を
、

運
営
委
員
で
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
五
月
六
日
（
木
）
に
、
運

営
委
員
で
、
乾
燥
さ
せ
た
菜
の
花
か

ら
菜
種
を
採
取
し
ま
し
た
。

運
営
委
員
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

招
魂
祭

五
月
二
十
三
日(

日
）
午
後
四
時
か

ら
、
八
幡
宮
に
お
い
て
、
招
魂
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

招
魂
社
に
お
祭
り
さ
れ
て
い
る
明

治
以
降
に
国
事
に
殉
じ
ら
れ
た
八
幡

町
民
の
英
霊
の
方
々
の
慰
霊
を
行
い

ま
し
た
。
併
せ
て
、
今
日
の
平
和
で
繁

栄
し
た
社
会
は
先
人
の
礎
の
に
よ
り

築
か
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
平
和
な

社
会
の
持
続
を
参
加
者
が
祈
念
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

今
月
の
予
定

○

六
月
五
日
（
土
）
午
前
九
時
～

校
区
安
全
点
検

集
合
場
所
：
八
南
小

○

六
月
六
日
（
日
）
午
後

十
王
祭
、
無
縁
仏
供
養

○

六
月
十
七
日
（
木
）
午
後
一
時
半
～

や
わ
た
サ
ロ
ン
（
健
康
講
座
）

場
所
：
町
民
館
大
ホ
ー
ル

○

六
月
二
十
六
日
（
土
）
午
前

自
警
団
消
防
訓
練

○

六
月
三
十
日
（
水
）
午
後

夏
越
の
大
祓

場
所
：
八
幡
宮

○

七
月
二
十
四
日
（
土
）

校
区
体
育
大
会
（
Ｇ
ゴ
ル
フ
）

○

七
月
二
十
五
日
（
日
）

校
区
体
育
大
会

場
所
：
八
南
小
、
他
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